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2月6日、北九州市主催の第8回北九州市道路サポーター※総会に「ＮＰＯ道守長崎」が
参加しました。（※北九州市内の道路清掃美化などのボランティア活動を行う187団体11,041人で構成

今回のプレイベントでは北九州市以外で活動されたある道守団体「ＮＰＯ道守長崎」
「green bird」が招かれ シンポジウムが行われました 小学生と連携した活動 若者「green bird」が招かれ、シンポジウムが行われました。小学生と連携した活動、若者
を引きつける活動といった、北九州市で活動されている道路サポーターでは行っていな
活動の話があり、参加した方々も興味深く聞き入っていました。このシンポジウムをき
かけに、他地域との交流もできたと思います。

◆プレイベント「お互いのパワーで絆を深めよう」シンポジウム
・道守会員である「NPO道守長崎」 と「green bird」との意見交換

プレイベント 集合写真

長崎において「道」に関わる情報交流や情報発信などの活動を
通じ、道を守り育てる活動の普及等に努めています。

今年度は、長崎県西海市大島町『環境美化を考える会（田口昭
子代表）』のご協力のもと、大島東小学校と連携して花苗育成活
動を行っております 9月に種まきを行い 10月まで児童達や環

NPO道守長崎

動を行っております。9月に種まきを行い、10月まで児童達や環
境美化を考える会メンバーの方々でお世話をしてもらいました。
育った苗は西海市内の幼稚園や小学校、長崎市の小学校へも提供
しました。花苗を通して他地域と交流することで、小学生の「心
の豊かさや喜び」を実感してもらえたのではないかと思います。
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green birdとは、「街を汚すことはカッコ悪い」をメッセージに、2003年

10月に福岡（および東京）を中心拠点に活動を開始したNPOプロジェクトで
す。主な活動は毎週月・木の朝掃除といった定例活動に加え、人が楽しく、そ
してカッコよく、ライフスタイルとして実行できるよう、環境や街のモラルマ

が
）

と
者

してカッコよく、ライフスタイルとして実行できるよう、環境や街のモラルマ
ナーに関わるアイデアを生み出し企画・実行してきました。
【コラボ企画】
・Ｊ２アビスパ福岡とのコラボレート

「ホームゲームそうじ」
・街をキレイにしながら歴史を知る

城下町クリーンウォークツアー」者
い
っ

green bird 
福岡チーム

岩永事務局長

城下町クリ ンウォ クツア 」
・ウォーキングの先生を招いての

「ウォーキングごみひろい」など

花井）道路サポーターの活動団体では高齢化が問
題となっている。green birdの会員のうち8割
が１０代から３０代の年代であるが 若者を引が１０代から３０代の年代であるが、若者を引
きつけるコツは何か？

岩永）いつも同じように掃除をするだけではなく、楽
しみながら掃除をするアイデアを企画して実行
することが若者を引きつけていると思う。

また、会員にはサラリーマンから学生など、
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また、会員にはサラリ マンから学生など、
色々なジャンルの人達がいて、その中の知り合
いなどを通じて様々な企画をしている。固定メ
ンバーに拘らず多種多様な輪を広げることも若
者を引きつけるコツだと思う。

花井）道路サポーターでも小学生と連携した活動を行井） 携 動
いたいと考えているが、道守長崎で行っている
小学校との連携した花苗育成で苦労されたこと
は何か？

阿野）花苗育成は９月から１０月にかけて行いました
が、台風の影響などもあり、日頃から手入れが

童 だ必要です。児童達だけでは難しいので、地元の
「大島町環境美化を考える会」メンバーの方々
に日々のご協力を頂きながら実施してあります。



2月5日、長崎市外海町の神浦川公園敷地にて、外
海地区まちづくり協議会（以下、協議会）のメンバー
が、“通り名マップ”を活用した案内板を設置されま
した。

この取り組みは、協議会が手作りで、自分たちの町
案内を目的に既存の“通り名マップ”を更新し実施さ
れたものです。

極力お金をかけないようにと、山から伐採した木材
等を利用し、手作り感あふれる仕上がりとなっており

完成ます。

※設置までの経過は以下のとおり（１～３）

完成

夏場は、清流である神浦川は憩いの場所となりますので、多くの人の目に触れることと
期待してあります。

～設置された外海地区まちづくり協議会より～
（今回作業された協議会・代表者より）

通り名マップを使 て 来訪者が”マップを

夏場は川遊びのための憩いの場に

枠組み作業 穴掘り作業 ﾏｯﾌﾟ貼り付け 看板建て込み

通り名マップを使って、来訪者が マップを

見て”地域資源を散策して頂ければ幸いです。

とコメントされております。

名 プ 掲載情報 意 が ま 在 名 プ

１．マップ情報の意見出しを実施

7月11日、通り名マップの掲載情報について意見が出ました。現在の通り名マップで

は、現地状況の変化により、”情報が古い”また、”新しい情報を掲載したらどうか”
などワークショップ形式で修正箇所を付箋紙に書き取り、マップに貼り付けました。

１.意見を出し合い ２.添削・確認しました。 ３.全体図 拡大図

＜主な地元意見＞
①マップの活用であれば、設置場所に現在地マークを入れる。
②丸尾石積み通りのルートを１本追加する。
③「通り名で道案内」の説明表記（原図パンフでは裏側に表記）を地図上に表
示させる
④アクセス表示は看板には必要無いので削除する④アクセス表示は看板には必要無いので削除する。

などなど、上記は一例です。このほかに意見は多数出ました。
○看板作成とパンフ作成は別とし、まずは看板の作成を行う。

8月2日 通り名マップの元図(更新前)データをパソコン画面上にて 地元の

２．元データの確認

8月2日、通り名マップの元図(更新前)デ タをパソコン画面上にて、地元の
方と案内板作成に向けてデータ確認を行いました。

１.元図(更新前)ﾃﾞｰﾀの確認 拡大 ２.元図(更新前)ﾏｯﾌﾟの確認

３ 改善箇所の確認

11月22日、新しく出来上がったマップについて、改善箇所を確認しまし
た。主な改善箇所の例として下図に表示（上記、主な地元意見①～④）

３．改善箇所の確認

① ②

（更新前） （更新前）（更新後） （更新後）

③ ④

（更新前） （更新前）（更新後） （更新後）

④
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